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１．はじめに 
 外国人が日本の大学に正規留学を認められる日本語能力の指標として筆頭に挙げられてきたの
が、日本語能力試験１級合格である（日本語能力試験については第２章で説明する）。2010年に
始まった現行試験ではＮ１レベル（上級）合格がそれに相当するとされている。留学生30万人計
画や18歳人口減少の影響により、外国人留学生の受け入れを拡大する大学が増加している。留学
生の入学枠拡大に加え、東日本大震災で日本留学を希望する外国人が減少したことから、入学基
準が下がり、現在はＮ２レベル（中級）程度で合格できる大学も増えていると言われている。こ
の流れを受けて、地方の小規模大学ではＮ３レベル（初級）にさえ達していない日本語能力の外
国人大学生が実際に誕生している。他方、留学生指導者に共通する見解として、Ｎ１レベル合格
者でも日本人学生と同等に大学の授業を受け、定期試験を受け、ゼミで議論するには日本語能力
が足りないと指摘されていることを付言しておく。 
 かつて日本語学校や外国語専門学校や大学の付属施設（外国人留学生別科）等で養成されてい
た日本語能力を、各大学は外国人に入学を許可してから独自に教育する必要が生じ、外国語科目
に外国人留学生向けの日本語科目を開講しているのが現状である。日本語は外国語科目の一つと
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して設置されているので半期１単位の必修科目扱いで８単位、加えて一般的には日本事情や日本
文化や異文化理解等の講義やプロジェクトワークが開講されている。外国語クラスは習熟度別に
編成されるのが一般的なので1、日本語のクラスは入門・初級・中級・上級に分けられ、留学生
は入学時の日本語能力にあったクラスに配属される。さらに漢字・会話等の技能別のメニューも
用意され、留学生は必要に応じて多様な授業を受けることができるような教育的配慮が施されて
いる。他の学生に比して日本語能力が低い留学生は、通常の授業時間以外に行われる補習クラス
にも出席が義務付けられる。また、留学生の学生生活をサポートするためにチューター制度も広
く採用されている。課外学習としては、リアルな日本の理解を促進するために、伝統文化に触れ
られる京都や日光への観光・温泉・スキー等の幅広い教育プログラムも提供されている。 
 ところが、本学の卒業要件は外国語科目は４単位、つまり第二外国語を修める必要がないので、
日本語もこれに準じると４単位になり、当然のことながら学習時間が絶対的に不足する事態を余
儀なくされる。チューターによる勉学上のサポート制度もなく、リアルな日本文化に接するプロ
グラムの準備もない。このように決して恵まれているとは言えない本学の教育環境で、2013年度
入学生の２名が2014年度第２回（12月実施）日本語能力試験でＮ１レベルに合格した。合格した
留学生は、どのように日本語能力を伸ばしていったのだろうか。2013年４月に入学した留学生が
受講した日本語の関連科目を確認しながら、留学生の２年間の成長の足跡を検証したい。 
 
２．日本語の能力 
 2-1．日本語能力試験 
 日本語能力試験は日本語を母語としない人の日本語の能力を測定して認定する試験で、世界最
大規模の試験である。日本語能力試験は1984年から始まり、2010年以降は新試験が行われている。
旧試験の１級、２級、３級、４級は、新試験のＮ１レベル、Ｎ２レベル、Ｎ４レベル、Ｎ５レベルに
相当するとされている。新試験の認定の目安として、Ｎ１レベルは「幅広い場面で使われる日本
語を理解することができる」つまり論理的な文章や講義が理解できるレベル、Ｎ２レベルは「日
常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より広い場面で使われる日本語をある程度理解する
ことができる」つまり平易な文章や自然に近いスピードの会話が理解できるレベル、Ｎ３レベル
はＮ１レベルとＮ２レベルの間に新設されたレベルで「日常的な場面で使われる日本語をある程度
理解することができる」つまり日常生活の具体的な文章や会話が理解できるレベル、Ｎ４レベル
は「基本的な日本語を理解することができる」つまり基本的な語彙で書かれた身近な話題の文章
やゆっくり話される会話を理解できるレベル、Ｎ５レベルは「基本的な日本語をある程度理解す
ることができる」つまり日常生活の定型的な語句や身の回りの会話が理解できるレベル、とされ
ている（国際交流基金・日本国際教育支援協会）。 
 大学の講義や演習では、日常的な場面での会話ではなく、幅広い話題について書かれた新聞の
論説や評論、あるいは抽象度の高い文章を読んだり議論したりすることを通して新しい知識や概
念が教授される。新試験のレベルで提示するなら、外国人が大学生として要求される日本語能力
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は、十分条件ではないが必要条件としてＮ１レベルであることが理解されよう。 
 
 2-2．実力テスト 
 毎年、留学生の初回授業で基本文型がどの程度定着しているかを確認するため、実力テストを
実施している。実力テストの難易度は日本語能力試験２級に設定したので、正解率が60％以上な
ら２級合格、すなわち中級レベルに到達していると看做せる。 
 2012年度は５人、2013年度は12人、2014年度は６人に対して実力テストを行った。日本語の授
業は主に１年次に入学した留学生が対象であるが、３年次への編入生と単位未取得の上級生も受
講するので実力テストの対象にも含まれる。結果は、図１のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 実力テストの正解率 
 
 図１から読みとれるように、正解率が60％に達していない、つまり中級レベルに至らない（≒
初級レベル）留学生は、2012年度は４人、2013年度は７人、2014年度は４人いる。つまり、初級
レベルの留学生は、2012年度は80.0％、2013年度は58.3％、2014年度は66.7％と受講者の過半数
を超えていることが、グラフ化すると図２・３・４のように明白になる。 
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図２ 2012年度クラスにおける中級と初級の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 2013年度クラスにおける中級と初級の割合 
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図４ 2014年度クラスにおける中級と初級の割合 
 
 
 2013年度入学生で、2014年度第２回日本語能力試験でＮ１レベルに合格した１人（以下、Ｘと
する）は実力テストの正解率が70％以上、もう１人（以下、Ｙとする）は正解率が60～69％以上
に位置していた。ＸはＮ１レベルに近い実力、ＹはＮ２レベル程度の実力を、コース開始時に有し
ていたと判断できる。 
 図１から分かるように、2013年度の実力テストで正解率が70％以上の留学生は３人なので、Ｘ
以外に２人いた。ところが、この２人は残念ながら日本語能力試験Ｎ１レベルに合格していない。
また、正解率が60～69％以上の留学生は２人なのでＹ以外に１人いたが、その留学生もＮ１レベ
ルに合格していない。Ｎ１レベルに合格した留学生Ｘ・Ｙと合格に至らなかった留学生、この差
はどこから生じたのだろうか。留学生向けに開講された授業を３～５章で紹介しながら2、明暗
を分けた要因を分析していく。 
 
３．「東邦基礎」 
 「東邦基礎Ⅰ」「東邦基礎Ⅱ」は、東邦基礎力科目に位置する半期２単位の講義科目で、本学
に入学した学生は全員修めなければならないとされていた。「東邦基礎」は2013年度入学生まで
必修科目に配当されていたので、留学生も履修した3。前述のように本学の規程は外国語の履修
単位が４単位なので、Ｎ１レベルに達しない日本語能力で入学する留学生の絶対的に不足する時
間を補うために4、「東邦基礎」の１クラスを留学生専用とした5。 
 前期科目「東邦基礎Ⅰ」と後期科目「東邦基礎Ⅱ」は科目としては別立てであるが、テーマに
共通性を持たせながら、「東邦基礎Ⅰ」から「東邦基礎Ⅱ」へ段階的に難易度が上がるようにし
た。注１に記したように、本学では習熟度別のクラス編成が行われていないので、留学生は入学
時の日本語能力に関係なく全員同じクラスで勉強した。前期科目「東邦基礎Ⅰ」の概要を
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『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』から引く。 
 
  【授業の目的と概要】 
    大学での学修のうち基礎的素養となるのが「読解力」である。新聞などの身近なニ
ュースなどを素材に日本語の基礎を復習しながら書かれた文章を理解し、利用し、熟
考することを通じて「読解力」の基礎を築く。また成功体験を積み自己効力感を養う。 
 
  【各回の内容】 
   第１回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等について説明）と自己紹介 
   第２回：はじめに イメージの日本・日本人 
   第３回：テーマ１ 女性の生き方 
   第４回：     〃 
   第５回：     〃 
   第６回：     〃 
   第７回：発表１ 
   第８回： 〃 
   第９回：テーマ２ 子どもと教育 
   第10回：     〃 
   第11回：     〃 
   第12回：     〃 
   第13回：発表２ 
   第14回： 〃 
   第15回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な能力のうち、主に読む能力を身につける。 
    多様な文章を読んで、現代社会に対する大学生としての問題意識を高める。 
    正確な日本語で意見がまとめられるようにする。 
    前期「東邦基礎Ⅰ」は、後期「東邦基礎Ⅱ」に連続する内容である。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。 
    辞書を持参すること。 
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  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
テキスト』東京大学出版会 
 
  【参考図書（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
予習シート・語彙・文型』東京大学出版会 
 
 次に、後期科目「東邦基礎Ⅱ」の概要を『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』か
ら引用する。 
 
  【授業の目的と概要】 
    大学での学修のうち基礎的素養となるのが「読解力」である。新聞などの身近なニ
ュースなどを素材に日本語の基礎を復習しながら書かれた文章を理解し、利用し、熟
考することを通じて「読解力」の基礎を築く。また成功体験を積み自己効力感を養う。 
 
  【各回の内容】 
   第１回：前期評価の説明と後期授業の進め方 
   第２回：テーマ４ 仕事への意識 
   第３回：     〃 
   第４回：     〃 
   第５回：     〃 
   第６回：     〃 
   第７回：     〃 
   第８回：発表１ 
   第９回：テーマ５ 日本の外国人 
   第10回：     〃 
   第11回：     〃 
   第12回：     〃 
   第13回：発表２ 
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   第14回：多様化する日本・日本人 
   第15回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な能力のうち、主に読む能力を身につける。 
    多様な文章を読んで、現代社会に対する大学生としての問題意識を高める。 
    正確な日本語で意見がまとめられるようにする。 
    前期「東邦基礎Ⅰ」は、後期「東邦基礎Ⅱ」に連続する内容である。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。 
    辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（80％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
テキスト』東京大学出版会 
 
  【参考図書（３冊まで）】 
    近藤安月子・丸山千歌（2008）『中・上級日本語教科書 日本への招待 第２版 
予習シート・語彙・文型』東京大学出版会 
 
 授業の目的と概要から分かるように、「東邦基礎Ⅰ」「東邦基礎Ⅱ」は４技能のうち6、特に読
解力の養成に焦点を当て、合わせて日本事情も学べるような教科書を使うことにした。読解力を
重んじたのは、図書や資料などの印刷物から情報・知識を得ることが大学生にとって先ず必要な
能力だからである。 
 
４．「日本事情」 
 2013年度入学生の外国語の必修科目名は「日本事情」であった7。「日本事情」は留学生に限定
された科目である。「日本事情」は外国語科目なので半期１単位であるが、週２回の開講なので、
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通年で４単位になる。注１に記したように、本学では習熟度別のクラス編成が行われていないの
で、留学生は入学時の日本語能力に関係なく全員同じクラスで勉強した。前期科目「日本事情
Ⅰ」はプレゼンテーションができるようになること、後期科目「日本事情Ⅱ」は実際にレポート
を書くことを授業目標にした。前期科目「日本事情Ⅰ」の概要を『SYLLABUS 2013 経営学部
地域ビジネス学科』から引用する。 
 
  【授業の目的と概要】 
    「日本事情Ⅰ」は外国人留学生の日本語力の向上を目指す。基礎的な日本語力を身
につけて入学した留学生が大学で日本人学生と同等に勉学するのに必要な総合的な日
本語力を、主にプレゼンテーションの側面から養成する。受講生は関心のあるテーマ
を探し、調査し、考察した内容をクラスで発表する。この過程を通して、情報収集、
データ分析、口頭発表の能力を向上させる。 
 
  【各回の内容】 
   第１回：実力テストと文型の解説 
   第２回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等について説明）と自己紹介 
   第３回：１教育 
   第４回： 〃 
   第５回：発表１ 
   第６回： 〃 
   第７回：２ことば 
   第８回： 〃 
   第９回： 〃 
   第10回：発表２ 
   第11回： 〃 
   第12回：３コミュニケーション 
   第13回： 〃 
   第14回： 〃 
   第15回：発表３ 
   第16回： 〃 
   第17回：４昔話 
   第18回： 〃 
   第19回： 〃 
   第20回： 〃 
   第21回：発表４ 
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   第22回： 〃 
   第23回： 〃 
   第24回：５住宅 
   第25回： 〃 
   第26回： 〃 
   第27回：発表５ 
   第28回： 〃 
   第29回： 〃 
   第30回：まとめ 
 
  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な情報収集とデータ分析ができるようになる。 
    データ分析の結果がプレゼンテーションできるようになる。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（50％）と課題提出（50％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    定期試験は記述式で、持込みは不可とする。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    安藤節子・田口典子・佐々木薫・赤木浩文・鈴木孝恵（2001）『トピックによる日
本語総合演習 テーマ探しから発表へ 中級後期』スリーエーネットワーク 
 
 次に、後期科目「日本事情Ⅱ」の概要を『SYLLABUS 2013 経営学部地域ビジネス学科』か
ら引用する。 
 
  【授業の目的と概要】 
    「日本事情Ⅱ」は外国人留学生の日本語力の向上を目指す。基礎的な日本語力を身
につけて入学した留学生が大学で日本人学生と同等に勉学するのに必要な総合的な日
本語力を、主にレポート作成の側面から養成する。受講生はまず作文とレポートや卒
業論文のような客観的な文章の違いを知り、レポート等で使われる文体・文型が使え
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るようになり、レポート等で必要な論理構成を理解してから、実際にレポートを作成
する。関心のあるテーマを探し、調査し、考察した内容をレポートにまとめる過程を
通して、情報収集、データ分析、文章表現の能力を向上させる。 
 
  【各回の内容】 
   第１回：前期評価の説明と後期授業の進め方 
   第２回：レポートに使われる文体 
   第３回：文の基本 
   第４回：句読点の打ち方・記号の使い方 
   第５回：引用の仕方 
   第６回：まとめ（1） 
   第７回：段落 
   第８回：仕組みの説明 
   第９回：歴史的な経過の説明 
   第10回：まとめ（2） 
   第11回：分類 
   第12回：定義 
   第13回：要約 
   第14回：比較・対照 
   第15回：因果関係 
   第16回：まとめ（3） 
   第17回：論説文 
   第18回：資料の利用 
   第19回：レポート作成の仕方 
   第20回：まとめ（4） 
   第21回：テーマ決定→資料の収集 
   第22回：レポートの構想発表 
   第23回：レポートの執筆（1） 
   第24回：レポートの執筆（2） 
   第25回：レポートの提出 
   第26回：レポートの返却→レポートの修正 
   第27回：レポートの修正 
   第28回：   〃 
   第29回：清書レポートの提出 
   第30回：全体のまとめ 
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  【授業の到達目標】 
    大学での勉学に必要な情報収集とデータ分析ができるようになる。 
    データ分析の結果を考察して文章にまとめられるようになる。 
 
  【事前・事後学習】 
    テキストに沿って授業を進めていくので、予習をしてから授業に参加すること。 
    宿題や課題は決められた日に必ず提出すること。辞書を持参すること。 
 
  【成績評価方法と評価基準】 
    定期試験（40％）とレポート（40％）と課題提出（20％）で評価する。 
    自主的努力を示すもの（授業への積極的な参加）があれば、追加加点（＋α）する。 
    参考文献の引き写しやインターネットの貼り付けによるものは、レポートとして評
価しない。 
 
  【テキスト（３冊まで）】 
    二通信子・佐藤不二子（2003）『改訂版 留学生のための論理的な文章の書き方』
スリーエーネットワーク 
 
５．「総合演習」 
 5-1．授業の概要 
 「総合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」は東邦基礎力科目の一つで、２年次に配当される半期２単位の
演習科目である8。すでに説明したように、本学の規程は外国語の履修単位が４単位なので、日
本語学習に足りない時間を補うために、「総合演習」は主な受講者に留学生を想定し開講してい
る9。「総合演習Ⅰ」の概要を『SYLLABUS 2014 経営学部地域ビジネス学科』から引用する。 
 
  【テーマ】 
    「日本語観察」から「日本語表現」へ 
 
  【ゼミ概要（内容、目的）】 
    このゼミは、日本の文化や社会について知識を増やし、日本語をより効果的に使い
たいと願っている意欲的な外国人留学生を主な対象とする。毎回のゼミで、現在使わ
れている日本語を観察して、それぞれのことばの背景にある人間関係や社会構造など
を考える。ゼミ生は各自が選んだ課題について、どのように現実社会で使われている
か注意深く観察し、図書館で本を読んで考察したことを、教室で発表し、意見を交換
した後、レポートにまとめる。この過程で、口頭表現と文章表現の能力を養う。 
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  【各回の内容】 
   第１回：自己紹介 
   第２回：オリエンテーション（授業の進め方・評価等）と図書館の使い方 
   第３回：レポートの書き方 １ 
   第４回：レポートの書き方 ２ 
   第５回：担当者の発表＜テーマ１＞ 
   第６回：      〃 
   第７回：担当者の発表＜テーマ２＞ 
   第８回：      〃 
   第９回：担当者の発表＜テーマ３＞ 
   第10回：      〃 
   第11回：担当者の発表＜テーマ４＞ 
   第12回：      〃 
   第13回：学外授業 
   第14回：レポートの提出→レポートの修正 
   第15回：清書レポートの提出 
 
  【ゼミ運営（ゼミの進め方）】 
    初回はゼミの進め方を説明する。２回目以降は担当の学生が観察・考察したことば
についてプレゼンテーションを行い、ゼミ生は全員が必ず発表に対して意見を述べる。
発表した内容は、最終的にレポートにまとめて提出する。 
    前期「総合演習Ⅰ」は、後期「総合演習Ⅱ」に連続する。 
 
  【学習上の留意点（授業を受けるにあたっての心構えなど）】 
    討論への参加を出席と看做す。 
 
  【テキスト・参考図書（著者名、書名、出版社名）】 
    教科書は使用しないが、印刷物を適宜配布する。 
 
  【成績評価を含めた担当者からのメッセージ】 
    発表（30％）と課題提出（40％）と授業への貢献度（30％）で評価する。 
 
 後期科目「総合演習Ⅱ」の授業も前期科目「総合演習Ⅰ」と基本的には同じように進めるため、
「総合演習Ⅱ」のシラバスは省略する。 
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 5-2．校外学習 
 IT（Information Technology）の発達によりインターネットから入手できる情報は格段に増え、
留学生の日本に対する知識も以前と比べられないほど増加しているが、実際に見たり触れたりす
る機会は限られている。そのため、第１章で述べたように、留学生にリアルな日本の文化や社会
を理解させるために、伝統文化が現存する京都や高山や日光等への観光のほか、雪の降らない地
域からの留学生にはスキー体験等の幅広い教育プログラムを課外学習や研修旅行として提供する
大学が多い。 
 しかし、本学には留学生の見聞を広げる研修予算がなく、着任した2012年度は名古屋市内の大
学に通っているのに名古屋城さえ行ったことのない留学生がいた。それで、「総合演習」の校外
学習として、前期と後期の授業に見学を１回ずつ組み入れ、日本の伝統文化と先端科学技術の双
方が理解できるようにコースデザインした。訪問先は、（1）前期・後期の授業期間に１回、（2）
日本の伝統文化と先端科学技術が学べる所、を前提に留学生の希望を尊重し全員一致で決定して
いる。参考として、過去３年間の訪問先を表１に示す。 
   
表１ 校外学習の実施場所 
 前    期 後      期 
2012年度 名古屋城 名古屋海洋博物館・名古屋港水族館 
2013年度 徳川美術館・徳川園 トヨタ産業技術記念館 
2014年度 名古屋市科学館 神宮（皇大神宮） 
 
 2014年度は、前期は南海トラフ大地震を心配する留学生や日本の科学技術に関心を持つ留学生
がいたので名古屋市科学館に、後期は2013年に第62回式年遷宮が行われた神宮を見たいと強い希
望があったので伊勢に出掛けた。 
 
 5-3．ゼミナール交流会 
 後期授業期間の終盤に「総合演習」はゼミナール交流会（以下、交流会とする）を有志のゼミ
だけではあるが、開催している。交流会で他のゼミの学生や先生方に勉強したことを発表するの
は良い経験になるので、「総合演習」を担当した2012年度から留学生に積極的な参加を促してい
る。過去３年間に発表したテーマは、表２のとおりである。 
   
表２ 発表のテーマ 
2012年度 ら抜きことば 
2013年度 授受動詞 
2014年度 伊勢神宮 
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 2012年度と2013年度は、ゼミで討論したテーマから一つ選定し、全員で発表原稿をパワーポイ
ントにまとめて発表した。2014年度は、校外学習で訪れた伊勢神宮について自分たちで調べて理
解したことを中心に感想も交えて発表した。 
 
６．留学生支援制度 
 留学生に対して講じられている経済的な支援制度で、本学の留学生が過去に与った奨学金は、
文部科学省外国人留学生学習奨励費（48,000円/月）、公益財団法人市原国際奨学財団外国人留学
生奨学金（50,000円/月）、学内では私費外国人留学生特別奨励金（Ⅰ種Ａ奨励金100,000円、Ⅰ
種Ｂ奨励金50,000円、Ⅱ種奨励金50,000円）、就業力マイスター奨学金（Ａ奨学金200,000円、Ｂ
奨学金100,000円）が挙げられる。 
 文部科学省外国人留学生学習奨励費は、在学生の中からGPA（Grade Point Average）の高い学
生が学内で１人選抜され、文部科学省で審査されて受給者が決定する。公益財団法人市原国際奨
学財団外国人留学生奨学金は、他の奨学金との重複受給や財団の趣旨やGPA等を考慮して応募者
の中から学内選抜で１人推薦し、財団の審査に通れば奨学生として支給される。 
 学内の制度には、私費外国人留学生特別奨励金と就業力マイスター奨学金がある。2012年度に
留学生に対する経済的援助として私費外国人留学生特別奨励金規程が制定され、2013年度入学生
から適用されている。私費外国人留学生特別奨励金は、Ⅰ種Ａ奨励金・Ⅰ種Ｂ奨励金・Ⅱ種奨励
金に分けられる。Ⅰ種Ａ奨励金は入学前年度に受験した日本留学試験が日本語300点以上で記述
35点以上だった者、または日本語能力試験Ｎ１レベル合格者、Ⅰ種Ｂ奨励金は入学前年度に受験
した日本留学試験が日本語240点以上で記述30点以上だった者、または日本語能力試験Ｎ２レベル
合格者、Ⅱ種奨励金は入学後に受験した日本語能力試験Ｎ１レベル合格者が該当し、本人の申請
に基づいて支給される。 
 就業力マイスター奨学金はGPAに基づく成績重視の制度ではなく、自己目標を設定して１年間
前向きに活動し成長した学生が日本人・外国人の別なく選ばれ、年度初めのガイダンスで表彰と
ともに支給される。Ａ奨学金とＢ奨学金の別があり、より就業力がアップした学生にＡ奨学金が
支給される。 
 表３は、2013年度入学生の奨学金受給状況を一覧にまとめたものである。2013年度の新入生は
８人なので10、Ｘ・Ｙ以外の６人に対してＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆと記号を振る。 
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表３ 2013年度入学生奨学金受給状況 
 学習奨励費 市原奨学金 Ⅰ種Ａ Ⅰ種Ｂ Ⅱ種 マイスターＡ マイスターＢ 
Ｘ ○   ○ ○ ○  
Ｙ    ○ ○  ○ 
Ａ    ○    
Ｂ    ○    
Ｃ  ○  ○   ○ 
Ｄ      ○  
Ｅ    ○    
Ｆ        
 
 表３から、私費外国人留学生特別奨励金Ⅰ種Ａ奨励金を受給した学生は皆無であること、最多
の４種類の奨学金を受給したのはＸであること、３種類の奨学金を受給したのはＹ・Ｃであるこ
と、１種類の奨学金を受給したのはＡ・Ｂ・Ｄ・Ｅであることが分かる。学内で唯一人推薦され
る文部科学省外国人留学生学習奨励費を受け、就業力マイスターＡ奨学金も獲得したＸは、学業
優秀で前向きに努力を続ける模範的な学生であると判断できる。同じく就業力マイスターＡ奨学
金を支給されたＤも、本学が表彰に値すると判断した学生である。Ｃは、GPAでＸに及ばず文部
科学省外国人留学生学習奨励費を受けられなかったものの、公益財団法人市原国際奨学財団から
外国人留学生奨学金を受給し、就業力マイスターＢ奨学生に選ばれている。ＹはGPAでＸ、Ｃの
後塵を拝しているが、私費外国人留学生特別奨励金Ⅰ種Ｂ奨励金・Ⅱ種奨励金、就業力マイスタ
ーＢ奨学金と学内の奨学金をもれなく受給している。 
 奨学金の受給状況を詳しく見ていけば、Ｘ・Ｙ・Ｃ・Ｄは入学時点で日本語能力に大きな差は
なかったこと、いずれも奨学金を支給して大学生生活を応援してやりたいと評価を受けた留学生
であることが理解される。では、どうしてＸ・ＹはＮ１レベルに合格し、Ｃ・ＤはＮ１レベルに至
らなかったのか。次章で、この疑問について考えたい。 
 
７．考察 
 ある教育方法が効果的であると論証する場合、その教育方法を受けた学生と受けなかった学生
の成績をクラス単位で比較実験するのが一般的である。科学的な比較分析は、国際的な学術雑誌
のレビューのパスに欠かせない11。しかし、このような実験は分析対象が物質であれば問題ない
が、人であったらどうだろう。倫理的に許されるのだろうか。教育者の経験知から、ある教育方
法が他の教育方法より効果的であると予想されるなら、全ての学生の成績を向上させるために、
全学生に効果的な方法を平等に用いるべきではないか。このように常に考えてきたので、今まで
教育方法に関して統制群による実験は行ったことがない。しかし、経営学部執行部の方針変更に
よって12、2014年度「総合演習」は、日本語能力向上という教育的見地より、留学生の個人的意
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向が優先するようになったので、図らずも教育方法の実験を実施するようなことになった。 
 図１に戻ろう。2013年度の実力テストで正解率が70％以上の留学生は３人いた。日本語能力試
験Ｎ１レベルに合格したＸと、合格に至らなかった２人である。この２人は、Ｃ・Ｄであった。
実力テストで正解率が60～69％以上の留学生は２人いた。日本語能力試験Ｎ１レベルに合格した
Ｙと、合格に至らなかった１人である。この１人はＥであった。 
 2014年度に＜「日本語観察」から「日本語表現」へ＞をテーマとする「総合演習」を選択した
留学生は４人であった。４人の中にＸとＹがいた。この「総合演習」は、日本の文化や社会につ
いて知識を増やし、日本語をより効果的に使いたいと願っている意欲的な留学生を対象にした。
毎週、現在使われている日本語を観察して、それぞれのことばの背景にある人間関係や社会構造
などを考えた。ゼミ生は自分で選んだ課題について、どのように現実の日本社会でことばが使わ
れているかを注意深く観察し、図書館で本を読んで、考察したことを教室で発表し、意見を交換
した後、レポートにまとめた。これを１年間継続した。 
 必修科目扱いの「東邦基礎」「日本事情」は、2013年度入学生は全員履修している。学生間で
日本語関係の履修科目に違いがあったのは、「総合演習」の選択だけである。Ｎ１レベルに合格し
た留学生と合格に至らなかった留学生の差は、「総合演習」でことばの背景まで掘り下げて考え、
学外の大規模図書館まで足を運んで資料を自分で探して丹念に読み、他言語との比較や過去から
現代に至る日本語の変遷をゼミで議論する過程で裏付けられた日本語能力の差である。それは、
テクニカルな試験対策とは本質的に異なり、大学生として自律的に学ぶ知のあり方から結実した
ものである。 
 最後に、留学生が「総合演習」についてのアンケートで綴った自由記述を記す13。不正確な表
記が散見されるが、実名の書き換え以外はそのまま転記する。 
 
 この授業を聞いて色々な日本のことについてレポートを書いた。最初は私が日本のこ
とについてレポートを書けるなのか？心配もあったが先生のおかげでレポートの書き方
や調べる能力がうまくなってよくレポートを書けるようになった。先生のおかげだけで
はなく一緒に勉強して、役に立ってくれた○○さん、××さん、△△さんにも色々なこ
とを聞いて本当に感謝する。2014年伊藤先生の授業を聞いて本当によかったと思う。 
 
 この授業はほかの演習より楽な授業じゃないだけど、自身の語力とか、日本語の理解
度にとって、いい授業だと思う。みんなは伊藤先生が厳しいと言れた。この一年間で先
生と勉強して、先生が優しく、こどもらしいな先生だと思った。先生はみんなが知らな
い一面があるから、僕がいい先生と思った。今度にチャンスがあれば、また、先生と一
緒に頑張りたい。 
 
 今まで、伊藤先生の授業を受けている私たち四人以外の他の留学生は伊藤先生の厳し
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さに恐しくて、他のゼミに行っているが、私は「彼たちが大間違いでした」と言いと思
っています。なぜかというと、伊藤先生はやさしくどんなこと、どんな時でも親切に聞
いてくれて、アドバイスしてくれて本当に助かりました。 
 授業の内容には、留学生の日本語力の向上に役に立つと思っている。これは現在日本
語力が良くない私たちにとって必要な授業だと私はずっとそう思っています。自分が調
べたことを自分の言葉で書いてまた発表することも良い練習だと思っています。残念な
のは専門演習が先生のゼミに属すことができないことだ。これから先生の授業を受ける
機会が少なくなりますが、なんかありましたら、先生の所に相談に行きたいです。よろ
しくお願いします。 
 
 大学に入って、伊藤先生の授業を受け始めました。こちらの学校に入ったばかりの時
にとても不安でしたが、伊藤先生が優しく、いつもにこにこに日本文化や、日本語や、
日本のマナーなどを教えてくれました。とても感謝します。日本語をもっと上手になり
たいので、２年生の時に伊藤先生のゼミに入った。総合演習の一年中に５つのレポート
を書きました。レポートを書く時が大変でしたが、とてもいい勉強になりました。今は
レポートを書けますし、とても感謝します。この２年間とても楽しかった。一生も忘れ
ません。 
 
 １年次の日本語の授業を受けて２年次の授業も楽な授業でないだろうと予想したが、自分自身
の日本語能力の不足を認識し向上させたいと考えた留学生は、難しいと思われる＜「日本語観
察」から「日本語表現」へ＞がテーマの「総合演習」をあえて選んだ。そして、プレゼンテーシ
ョンとレポート作成に代表される大学生らしい知の営みを経て、どの学生も１年前より日本語能
力が高くなったことを自覚している。 
 
８．今後の課題 
 初回の日本語授業で、筆者が毎年留学生に話すことがある。それは、「授業期間中はアルバイ
トをできる限り減らして、大学の授業が中心の生活をすること。一生懸命勉強して、良い成績が
取れれば、学費は半減してもらえるし、奨学金ももらえます。単位が少ししか取れない学生は、
学費免除してもらえません。奨学金は日本人学生は普通返さなければなりませんが、留学生は返
還しなくてもいいです。奨学金は日本政府からもらえるのもあるし、財団からもらえるのもある
し、大学からもらえるのもあります。マイスター奨学金は、愛知東邦大学独自の奨学金です。マ
イスター奨学金は、自分で目標を決めて、どのように頑張ったかを記録して入力することが必要
です。マイスター奨学金は、成績だけで決まるわけではないので、頑張った人はもらえます。愛
知東邦大学の学生しかもらえないマイスター奨学金を、ぜひもらってください。奨学金がもらえ
れば、アルバイトはたくさんしなくても生活できます。アルバイト時間が短くなれば、勉強時間
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が増えて成績も良くなります。大学は日本語学校よりも夏休みも春休みも長くて約２か月ありま
す。夏休み・春休みは自由に過ごしてもいいです。日本国内の旅行もいいし、外国旅行もいいし、
帰国しても大丈夫です。だから、先ずは勉強を頑張ってください。」という内容である。近年は
親元から学費を送金してもらう留学生も増えているが、自力で頑張っている留学生のほうがまだ
多い。奨学金が受給できれば、アルバイト時間を減らせるので、勉学時間が確保できるだけでな
く、趣味やボランティア活動等大学生らしい活動をする余裕も生まれる。そのためには、勉強中
心の生活習慣の重要性を理解させ、留学生が勉強を中心に据える生活を自ら始めるような指導が
必要になる。その大学における勉強に日本語能力は必須である。 
 ところが、2014年度は非漢字圏出身初級レベルの留学生が多く入学し、基本的な語彙・漢字・
文型の定着率が非常に低い。漢字圏の出身者なら漢字で示せば簡体字・繁体字の違いはあっても
中心的な意味合いは通じるが、非漢字圏出身にはそれを望めない。また、日本と同じ社会体制か
ら来日した学生なら幼少のころから馴染んでいる常識として理解できることが、体制を異にする
地域からの留学生には理解が及ばないこともある。初級レベルの留学生に関して、より深刻なこ
とは基礎語彙と基本文型を使って話しても情報が正確に伝わらないことである14。 
 2014年度外国人留学生支援に関して、学生委員会が「夏休みに特別に授業担当者が補習授業を
行ったが、全員が毎回出席したわけではなく、学習上の問題がある。日本語力が低いため基本的
な事務連絡も難しく、上述の事故（火傷）にも繋がってしまったのではないかと思われる。」と
総括しているように15、留学生受け入れに対して入試委員会・教務委員会を中心に教学全体にお
ける真摯な検討が喫緊の課題である。受け入れ後の教育についても、留学生にとって大学生活の
根幹を成す日本語能力が向上する機会を未熟な留学生が自ら放棄することがないように、大学と
していかに教育システムを構築するかという課題に取り組まなければならない。 
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注 
１. 教務委員によれば、以前は本学でも英語を習熟度別でクラス編成していたらしいが、近年、筆者
が着任した2012年度以降は、理由は不明のようだが、実施されていない。 
２. 言うまでもなくＸもＹも授業外に自習していたが、筆者が自習を全て把握することは不可能なの
で、本稿では正規の授業のみを対象にする。 
３. 2014年度に教育学部が新設され、それに伴うカリキュラム変更により、科目名が「日本語」に変
更された。 
４. 筆者が指導した留学生の中には、Ｎ１レベルどころかＮ２レベルにも程遠くＮ３レベルも疑問に感じ
られる外国人が入学を許可されており、底上げの時間が不可欠である。 
５. 2012年度に本学に赴任するにあたり、他大学の日本語関連科目の開講状況に鑑み「東邦基礎Ⅰ」
「東邦基礎Ⅱ」を留学生向けに１クラス開講し日本語教育を行うことを成田良一学長と協議、決定
した。 
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６. ４技能は、読む、書く、聞く、話す、を指す。 
７. 「東邦基礎」と同様に、教育学部新設に伴うカリキュラム変更によって2014年度から科目名が「日
本語」に変更された。 
８. 本学では、１年次に「基礎演習」、２年次に「総合演習」、３・４年次に「専門演習」が開講され
ており、学生は在学中どこかの演習に属すことになっている。 
９. 「東邦基礎Ⅰ」「東邦基礎Ⅱ」と同様に「総合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」も、留学生を対象に開講して
日本語能力の向上を目指すことを成田良一学長と協議、決定した。これを受けて2012～2013年度
は、留学生は全員日本語能力向上を目指す＜「日本語観察」から「日本語表現」へ＞がテーマの
「総合演習」を履修した。しかし、経営学部執行部は2014年度に留学生も日本人学生と同じように
どの演習を選んでもよいと方針を変更した（注12を参照されたい）。 
10. 本稿は１年次入学生の日本語能力の伸びについて論じているので、３年次編入生はここでは除く。 
11. 筆者は言語系・言語教育系の国際学会で査読委員を務めているが、査読の重要なポイントはデー
タの科学性にある。 
12. 経営学部執行部から、経営学部教員の減数等の理由で日本人学生も演習に受け入れるよう筆者に
強い要請があり、頭割りで学生が配分されることになった。同時に、留学生の「総合演習」選び
も自由に任せることになった。2014年度初回授業に初対面の日本人学生も部屋に現れ、事の詳細
は知らされていないが、２週目から日本人学生は他のゼミに配属変更されるということがあった。
ゼミ教育の内容を考慮せず、教員の負担を平均化するという皮相的な発想は教育機関として適切
な判断なのか。また、教学の長が全学的な方針として定めたことを一学部の執行部が突然変更す
るのはガバナンスの点でも疑義が生じるが、本稿の趣旨から外れるのでこれ以上の議論はしない。
留学生向けの「総合演習」を開講しなくなれば、今後、留学生の日本語教育をどう担保するかが
大きな課題として残される。 
13. 本学では、演習は学生による授業評価の対象科目ではないので、翌年の授業改善に繋げるため受
講生の意見を聞くことにしている。アンケートは選択式と感想を書く記述式から成り、匿名で行
った。 
14. 本学には中国人の職員は配置されているが、中国語以外の留学生の母語を理解する職員は配置さ
れていない。 
15. 大学祭に、留学生は１年生主催の模擬店と２年生主催の模擬店を通して参加した。上述の事故は
１年生が調理中に火傷を負ったことを指す。 
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